
なし 町単独補助 国県補助

年度

平成２４年度高鍋町事務事業評価表

◎事務事業の概要

事務事業名 企画展示事業 基本目標 美術館の充実

事業の目的

対象(誰を・何を) 町内外を問わず、広く県民に対して

意図・目的 地域の芸術文化の発信地としての役割を果たす

事業の内容

「坂本正直展、大作100号を中心にみる所蔵名作展、近藤えみ展、葛飾北斎展、池田弌栄創作展」を開催。
本年度は追悼企画展として平成23年3月に急逝された宮崎県画壇の重鎮、坂本正直作品から玄奨法師シリーズを
展示。また、所蔵品を活用して郷土出身作家の100号を中心とした大作の展示や脳出血で後遺症が残りながら今も
繊細な描写で描き続ける宮日無鑑査の池田弌栄創作展、九州各地で活躍する現代アートの近藤えみの作品や国際
的にも有名な浮世絵師である葛飾北斎の作品を紹介した。

三嶋俊宏 開始年度 Ｈ２３ 年度

◎事務事業の目的・内容

担当課(局)･係 社会教育課（美術館） 総務学芸係 記入者 中野恵一 評価者

人

主
な
支
出
項
目

借用謝礼 60 千円

財
源
内
訳

国庫支出金 千円 23年度人件費

事業従事者数 H23 0.48 人 H24 0.4823年度決算額 324 千円 24年度予算額 819 千円

3,426 千円

消耗品費 36 千円 県支出金 千円 24年度人件費 3,429 千円

24年度予算額における一般財源の割合(H24) 100.0 ％

宅配料 4 千円 一般財源 819 千円 根拠法令・要綱等があれば記載してください

運送料 145 千円 地方債 千円

町
の
補
助
事
業

補助事業名 -

補助交付団体 - 補助金要綱 -

23
年
度

補助額

千円 千円

補助の割合 - ％

繰越額 - 千円

千円 終期 -

団体の決算額 - 千円 H23年度までの見直しの状況・評価委員会での決定事項等

- 千円 補助の形態 - H24年度補助額 -

◎成果指標と活動指標

成果指標

成果指標名 何を狙い、どのような成果が得られたのか

1 観覧者数 観覧者数の増加で、より多くの人に芸術に親しんでもらう。

2 観覧料収入 観覧料収入の増加で、企画展開催に係るコストを相殺する。

関連イベント開催数 展覧会に伴う講演会等の開催

3 取材依頼数 新聞記事やテレビ等での報道依頼

◎達成状況

3 企画展開催数 魅力ある企画展を定期的に開催する。

活動指標

活動指標名 どれほどの活動をしたのか、事業の手法、手順等を詳細に

1 広報活動回数 県内の美術館や各報道機関へチラシ・ポスター等の配布

2

24年度

成
果
指
標

観覧者数

目標値
人

5,500 5,000 5,000
実績値 3,203

指標名 単位 22年度 23年度

227,400
実績値 221,990 479,244

4,256
達成率 ％ 58.2% 85.1%

達成率 ％ 97.6% 210.7%

企画展開催数

目標値
回

6 6

観覧料収入

目標値
円

227,400 227,400

6
実績値 5 5
達成率 ％ 83.3% 83.3%

活
動
指
標

広報活動回数

目標値
回

12 12

関連イベント開催数

目標値
回

6

12

実績値 10 10

達成率 ％ 83.3% 83.3%
6 6

実績値 1 1
達成率 ％ 16.7% 16.7%

達成率 ％ 83.3% 100.0%

取材依頼数

目標値
回

6 6 6
実績値 5 6



※町補助をしている場合のみ記入

◎事務事業評価委員の意見等 ◎今後の方向性

・長期計画、運営方針を早急に定め今後の方向性を明確にしてほしい。
・美術館館長の方針と美術館運営の実状に隔たりがあるように感じる。収支バランス等の実状
に応じた事業規模の設定が必要と考える。
・文化の発信という観点から予算を抑えるだけでなく、予算をかけて良いものを展示することも
大事である。

事務事業評価委員会

判定 維持

外部評価委員会

判定 答申書参照

◎事務事業の評価

担当者記入欄 評価する項目
点数
自己
評価

事務事業名 企画展示事業 担当課（局） 社会教育課（美術館）

（
必
要
性

）

妥
当
性

町民の皆様の心の豊かさを目指した魅力ある企画展を定期的に
開催する事で、美術館を広く認知していただくとともに集客を図る
必要がある。町内にギャラリーが1箇所あるが、貸しギャラリーの
形態である。

◎目的からして町が行うべきか 2

◎同様の事業を他課・他団体で行っていないか 2

◎社会情勢（住民ニーズ）に適応しているか 2

◎事業廃止による影響があるのか 2

効
率
性

無償での作品借用や所蔵品を活用した企画展の開催で、経費は
極力抑えられている。

◎活動量の効果は実際に上がっているか 1

◎費用対効果が充分に認められるか

有
効
性

開催期間にもよるが、1企画展で1000人以上の集客を図りたい。
テレビCMや新聞広告での周知を行えば観覧者の増加を見込め
るが、現状は、手作りのポスターを関連施設に配布し、インター
ネット等の周知に留まっている。地域に根ざした広報活動で観覧
者を喚起したい。

◎目標に対して成果は得られているか 1

◎すでに目的は達成されていないか 1

1

協
働
性

ボランティア等を募り、展示室の監視や作品の説明を行ってもら
うことは可能である。

◎町民との協働の可能性があるか（ボランティア・
ＮＰＯ等）

1

合計（最高18点） 13

合計（最高4点） -

そ
の
他

◎総合評価（今後の方向性を含む）

（
公
平
性

）

公
益
性

◎公益性が高いか
※公益性：不特定かつ多数の者の利益の増進に
寄与していること

-

◎行政では対応できない部分を、補助事業がカ
バーしているか

-

◎町民の理解が得られる事業であるか -

廃止

総
　
合
　
評
　
価

◎担当者の方針に対する
評価者としての所見

◎統括者として、どのよう
に事業を進めるべきと考
えているか、等

企画展示数をこれ以上増やすことは困難であるが、新館長
のもと魅力ある企画展を開催するなど高鍋町美術館の特色
を打ち出し、町民の美術に対する関心を持たせるとともに広
く県内外に高鍋町美術館を知らしめたい。

今後の方向性

　
事
業
の
方
向
性

拡充 ○

維持

廃止 縮小 維持 拡充

コ　ス　ト

縮小


